
第１２回五木村の今後の生活再建を協議する場

【国で実施している事業・支援】

平成30年9月7日

国土交通省 九州地方整備局



平成２９年度 事業地内維持管理 実施内容

事業地内において、護岸の補修や除草等を実施しました。

五木小川

護岸補修

川辺川

斜面対策

五木小川

フェンス及び排水路整備状況

排水路整備等

1

除草



頭地
代替地

とうじ

高野
代替地

平成３０年度 事業地内維持管理 実施予定内容

事業地内の護岸の補修等の維持・補修を引き続き実施します。

川辺川

五木小川

久領地区護岸改修箇所

五木小川

久領地区護岸損傷状況
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要斜面対策箇所の上部斜面状況

五木小川護岸
（H28、H29）

L=240m

五木小川護岸
（H30）
L=３0m

池鶴橋

頭地橋

川
辺
川

五木小川

五木源パーク

久領地区護岸改修平面図

ダム第一出張所

H28～29実施箇所
L=240m

川辺川

五木小川

ダム第一出張所

H30実施箇所
L=30m

五木源パーク

久領地区護岸改修箇所

久領地区護岸改修イメージ（階段部）

落石対策施工箇所



頭地代替地

高野代替地

泉方面

人吉方面

宮原方面

水没予定地再生推進協議会での議論、地域の合意を踏まえ、河川敷地占用の特例（※）に基づく
都市・地域再生等利用区域の指定や、土地の占用許可、工作物の新設許可等の河川法の手続きを
円滑に進めて行きます。

H30.5.11 平成30年度第1回「五木村水没予定地
再生推進協議会」実施状況

水没予定地の利活用の取り組み

溝の口地区

久領地区

池の鶴地区

下手地区

高野地区

田口地区

小八重橋

下手地区
※河川敷地の占用は、原則として公的主体（市町村等）に
許可されているところですが、多様な主体による水辺空間
の積極的な活用に資するため、特例として、地域の合意が
得られた場合には、オープンカフェやバーベキュー場など、
営業活動を行う事業者等（民間企業等）についても河川敷
地の占用を許可することが可能です。
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H27.2　 区域指定【第１次】

H27.11　区域指定【第２次】

H29.2　 区域指定【第３次】

凡　　例

河川敷地占用の特例（都市・地域再生等利用区域の指定）



河川敷地占用許可準則に基づく都市・地域再生等利用区域（民間事業者による営利活動が可能）について、
平成２８年度までに第３次指定まで行い、８地区を指定しています。今後も、五木村の御意見を伺いながら、
できるかぎりの支援を行ってまいります。

水没予定地利活用の取り組み状況

平成２７年２月２３日 河川敷地占用許可準則に基づく都市・地域再生等利用区域の指定【第１次】
①池の鶴地区（簡易な商業施設）
②久領地区（簡易な商業施設） ４月２４日 占用申請 →   ４月３０日 占用許可（自動販売機）
③清楽地区（椎茸生産団地） ３月１１日 占用申請 → ３月３１日 占用許可（椎茸生産団地）
④下手地区 ２月１９日 占用申請 → ２月２３日 占用許可（銀杏橋）
（バンジージャンプ） ４月 １日 占用申請 → ４月 ７日 占用許可（小八重橋）

⑤溝の口地区 ３月 ５日 占用申請 → ３月３１日 占用許可（観光農園）
（観光農園・鹿肉解体所） ２月１９日 占用申請 → ３月１３日 占用許可（鹿肉解体所・自動販売機）

平成２７年１１月１０日 河川敷地占用許可準則に基づく都市・地域再生等利用区域の指定【第２次】
⑥田口地区（中間土場） １１月１３日 占用申請 → １１月１９日 占用許可（中間土場）
⑦高野地区（観光農園） 椎茸栽培予定地（現在調整中）

平成２９年 ２月１５日 河川敷地占用許可準則に基づく都市・地域再生等利用区域の指定【第３次】
⑧下手地区（キャンプ場等） ２月２８日 占用申請 → ３月６日 占用許可（キャンプ場等）

①池の鶴地区（五木源パーク）
②久領地区

③清楽地区（椎茸生産団地） ⑤溝の口地区（鹿肉解体所） ⑦高野地区（観光農園）

④下手地区（バンジージャンプ） ⑥田口地区（中間土場） ⑧下手地区（キャンプ場等）

※現在、整備中 4
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田口・下手渓流保全工の除草

除草前

除草後

除草前

除草後

下手渓流保全工の除草実施状況田口渓流保全工の除草実施状況

田口・下手渓流保全工の除草

平成３０年７月３１日（火）に五木村役場等と共同で頭地代替地内の
田口・下手渓流保全工の除草を実施しました。



環境・安全への取り組み

平成３０年８月２１日（火）に五木村と相良村の小学生を対象に
「川辺川流域上下流子ども交流会２０１８」を実施しました。

河川清掃
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水生生物調査川の安全教室

アイスブレーク

清流での川遊び



7

○宮園地区では、平成２９年６月に宮園砂防堰堤が完成しました。

全景

宮園砂防堰堤（H29.11撮影）

国道４４５号
【生活道路・観光道路・避難路・緊急輸送路等】

・居宅介護ホーム 「五木の友」
【指定緊急避難場所・指定避難所】

宮園の大イチョウ
【県指定天然記念物】

・五木村宮園交流館 「百千鳥」
【要配慮者利用施設】

宮園地区人家

主な保全対象

宮園砂防堰堤

土石流危険渓流

宮園体育館
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平成２９年度に完成した施設 宮園砂防堰堤平成２９年度に完成した施設 宮園砂防堰堤



平成２９年１１月２６日に竣工式を開催しました。
地域住民の他、国会議員、副知事、県議、県・村・施工業者等関係者等を招いて
堰堤の完成を祝いました。

金子恭之
衆議院議員

小野泰輔
熊本県副知事

和田拓也
五木村長

松田三郎
県議会議員

栗原淳一
砂防部長

増田博行
整備局長

来賓挨拶
主催者等
挨拶

8

宮園砂防堰堤竣工式宮園砂防堰堤竣工式

○
○



既設の登谷砂防堰堤（昭和45年完成）、飯干川第２砂防堰堤（昭和43年完成）
に、基礎洗掘対策（水叩き部のコンクリート打設）を実施し、既存施設の長寿命化
を図りました。

水たたき部に新たに
コンクリートを打設し、
基礎洗掘を防ぐ

登谷砂防堰堤登谷砂防堰堤
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既存施設の長寿命化の取組み 砂防堰堤補修既存施設の長寿命化の取組み 砂防堰堤補修

飯干川第２砂防堰堤

基礎洗掘

飯干川第２砂防堰堤

基礎洗掘状況 水叩き部コンクリート打設

基礎洗掘状況 水叩き部コンクリート打設

○



頭地

平成３０年度 砂防事業実施予定箇所（五木村管内）

宮園

内谷

平瀬

小川第２砂防堰堤

折立

（継続事業）
調査段階

築切砂防堰堤

下梶原

九折瀬地区砂防堰堤群

（継続事業）
工事用道路施工中

（継続事業）
本体工事施工中

横手谷砂防堰堤改築

（継続事業）
調査段階

高野川第２砂防堰堤

（継続事業）
工事用道路施工中
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【凡例】

： 調査段階

： 施工中



九 折 瀬 地 区 砂 防 堰 堤 群（五 木 村）
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九折瀬第２砂防堰堤
（H27.3完成）

【砂防災害関連緊急事業】

九折瀬第３砂防堰堤
（平成30年度堰堤本体工事）

村道九折瀬線

川辺川

昨年度は九折瀬砂防堰堤の渓流保全工が完成し、さらに九折瀬第３砂防
堰堤の本体工事に着手しました。今年度は引き続き、本体工事を進めます。

九折瀬砂防堰堤
（H27.3完成）

【砂防災害関連緊急事業】

渓流保全工
（H29.8完成）

＜主な保全対象＞
・人家 ９戸
・集会所（避難場所）
・村道九折瀬線、神屋敷線
・製茶工場 等

【保全対象】
九折瀬地区

平成２９年度以前

平成３０年度

平成３１年度以降

凡例　：　工事実施年度



九折瀬地区災害関連工事完成報告会
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○砂防堰堤２基と渓流保全工の完成を祝し、平成２９年９月２日に、地元住民・村議
会・施工業者・行政関係者等を招いて、工事完成報告会を開催しました。

除幕式

記念撮影

工事概要説明

五木村長挨拶 地元区長挨拶

12



築切砂防堰堤

13
国道４４５号

川辺川

工事（管理）用道路

１

築 切 砂 防 堰 堤（五 木 村）

＜主な保全対象＞
・人家 １６戸
・国道４４５号

【保全対象】
白水地区

工事用道路

国道４４５号

１ 工事（管理）用道路入口

平成２９年度以前

平成３０年度

平成３１年度以降

凡例　：　工事実施年度

今年度は昨年度に引き続き、砂防堰堤の工事を行うために必要な工事用道
路の工事を進めます。



五木小川

高野川砂防堰堤
（完成）

高野橋

高 野 川 第 ２ 砂 防 堰 堤（五 木 村）
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高野川第２砂防堰堤

工事（管理）用道路

今年度は昨年度に引き続き、砂防堰堤の工事を行うために必要な工事
用道路の工事を進めます。

＜主な保全対象＞
・人家 １０戸
・高野地区集会所（避難関連施設）
・主要地方道（県道宮原五木線）

【保全対象】
高野地区

１

工事（管理）用道路入口

平成２９年度以前

平成３０年度

平成３１年度以降

凡例　：　工事実施年度

１



小川砂防堰堤

平瀬砂防堰堤

頭地代替地

①

②

①

②

③

④

③

河道内土砂堆積状況

土砂流出状況

H24.2撮影 H25.5撮影

土砂流出による堆砂状況（五木小川1k200地点）

小 川 第 ２ 砂 防 堰 堤（五 木 村）

小川第２砂防堰堤

④
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今年度は、砂防堰堤の設計を進めており、今後、用地取得を行うために必
要な調査・測量を行う予定です。

法面崩落状況 川辺川
五木小川

②

平成３１年度以降

凡例　：　工事実施年度



横手谷

横 手 谷 砂 防 堰 堤 改 築（五 木 村）
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横手谷砂防堰堤

川辺川

S38年深層崩壊

機能向上を目的とした既設砂防堰堤の改築を行う予定であり、今年度
は、砂防堰堤の用地取得を行うために必要な調査・測量を行う予定です。

横手谷
砂防堰堤

川辺川

平成３１年度以降

凡例　：　工事実施年度



九州防災・火山技術センター土砂災害対策分室の設置

平成２７年９月１日、近年頻発する土砂災害に迅速・的確に対応するため、川辺川ダム砂防事

務所に新たに九州防災・火山技術センター「土砂災害対策分室」を設置しました。

土砂災害対策分室では、①技術開発、②研修・訓練の実施、③避難に関する住民・自治体支

援、④地域単位での連携方策検討などを実施し、土砂災害発生時の備えを進めています。

開所式 看板設置

「土砂災害対策分室」の主な取組

①技術開発
川辺川流域の急峻な山地部を活用して、土砂災害対策に有用な機器の開発・
運用方法の開発を実施

②研修・訓練の実施
職員を対象に大規模土砂災害発生時の緊急調査等の実地訓練を実施
③避難に関する住民・自治体支援

九州山地内に位置するモデル地区（熊本県球磨村、水上村、五木村）において、
自治体を対象とした訓練等の実施と検証
④地域単位での連携方策検討

現場レベルでの連絡会議や合同訓練の開催、関係機関の役割分担表の作成・
共有等、出先機関の連携強化のための取り組みを実施
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土砂災害対策分室主催による
大規模土砂災害発生時の緊急調査手法に関する訓練風景



○日 時：平成３０年６月１１日（月）１０：３０～１２：１０

○場 所：五木東小学校

○参 加 者：小学生（３～４年生）１８名、小学校教員：５名

○主 旨：砂防事業の取り組みの説明及び児童を通じた保護者及び地域住民の防災力向上

○講座内容：土砂災害、砂防堰堤の目的・効果、防災情報の入手方法、命を守るための行動 等

出前講座【五木東小学校】

命を守るための行動の説明

模型を使って砂防堰堤の効果を説明土砂災害の映像に食い入る皆さん土砂災害についての説明

参加された小学生からお礼の言葉
参加した児童から

○砂防堰堤が自分たちの村や家を守っている
ことがわかった。
○砂防堰堤について知ることができ、土石流や
地滑り、崖くずれについて知ることができた。
○大雨の情報を自分たちで調べることも大切。

といった感想をいただいた。

⇒砂防事業や防災についての理解が深まり、
防災意識の高揚が図られた。
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参加された高校生からお礼の言葉

○日 時：平成３０年６月２１日（木）１１：４０～１２：３０

○場 所：五木中学校体育館

○主 旨：砂防事業の取り組みの説明及び学生を通じた保護者及び地域住民の防災力向上

○参 加 者：中学生（五木中学校）１７名、高校生（人吉高校五木分校）２１名、中学・高校教員：１０名

○講座内容：土砂災害、砂防堰堤の働き、防災情報の入手方法、命を守るための行動 等

出前講座【五木中学校・人吉高校五木分校】

防災機器の操作体験

参加者の皆さん 平成２９年７月九州北部豪雨の発生状況 防災機器の説明

参加した生徒の代表から

○平成24年の土砂災害を経験しているので、
もしもの時は、今日学んだことを生かして
自分の命を守りたい。

との感想をいただいた。

また、防災機器操作体験中にも、多数の質問を
いただいた。

⇒防災意識の高揚が図られると共に
国土交通省の仕事にも興味を持って
いただいた。 19



平成３０年７月豪雨による被災箇所の復旧工法検討に関する技術支援

○平成３０年７月７日の豪雨により、五木村の村道で擁壁基礎洗掘等の災害が発生（村道梶原線、川辺川線など）
○７月２７日に事務所職員を派遣し、現地調査及び復旧工法検討に向けた技術的助言を実施
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村道川辺川線

村道梶原線

▲復旧工法検討に向けた
技術的助言（机上）

▲五木村職員と現地確認
（村道川辺川線）

▲五木村職員と現地確認
（村道梶原線）

▲現地での工法検討に向けた
技術的助言（村道梶原線）

防災に関する取組み事例（自治体支援）


